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事 業 委 員 会 

 

日 時 平成２３年９月１３日（火）午前１０時００分開会－午前１１時００分閉会 

場   所 役場３階 第２委員会室 

 

出席委員 鍛治委員長、小川副委員長、出口、竹内、竹原、豊国、和田、 

川端議長、道工監査委員 

 

欠席委員 なし 

 

傍聴議員 中原、田島、反保、奥野、辻下 

 

出席理事者 田代町長、笠間総括理事、白井財政改革部長、末原都市整備部長、 

南都市整備部水道事業理事、梶本都市整備部副理事兼土木下水道課長、 

木下都市整備部副理事兼建築課長（ＰＦＩ総括）、 

家永都市整備部副理事兼建築課長、 

吉田都市整備部副理事兼二国推進課長、 

福吉都市整備部土木下水道課兼二国推進課参事、 

前都市整備部二国推進課長代理、天野都市整備部産業振興課長 

多賀井都市整備部土木下水道課長代理、大野都市整備部水道課長代理、 

河合都市整備部建築課長代理兼住宅管理係長、鵜久森都市整備部土木下水道課長代理、 

中谷都市整備部土木下水道課主幹、澤都市整備部産業振興課主幹兼係長、 

      奥都市整備部建築課主幹兼建築係長、瀬戸都市整備部土木下水道課係長、       

      中口総務企画部長、中村総務企画部理事兼財政改革部理事、 

      四至本財政改革部副理事兼行革推進課長、西まちづくり戦略室企業誘致担当課長 

                   

案   件 

     （１）付託案件について 
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（午前１０時００分 開会） 

鍛治委員長 ただいまから事業委員会を開会いたします。 

本日の出席委員は全員出席です。理事者側も全員出席です。 

定足数に達しておりますので、本委員会は成立いたしました。 

これより事業委員会を開きます。 

なお、理事者側からの報告事項がありますので、委員会終了後、引き続き協議会を開催

いたします。よろしくお願いします。 

９月７日の本会議において、本委員会に付託を受けました議案５件の審査を行います。 

それでは、これより議事に入ります。 

なお、発言者については、必ずマイクのスイッチを入れてから発言をお願いします。 

また、理事者の発言は所属部署と氏名を言ってからお願いします。 

議案第４７号「平成２３年度岬町一般会計補正予算（第２次）の件」のうち、本委員会

に付託された案件について議題といたします。 

本件について、担当課から説明お願いします。 

梶本都市整備部土木下水道課長 それでは、１ページをご参照ください。 

平成２３年度岬町一般会計補正予算（第２次）のうち、当委員会に付託されました案件

につきましてご説明いたします。 

歳入としまして、１５、府支出金、２、府補助金、グリーンニューディール基金市町村

補助金としまして７００万円を補正計上するものです。 

内容につきましては、大阪府のグリーンニューディール基金の補助を受け、既設防犯灯

のＬＥＤ化事業に充当するものでございます。 

続きまして、２０、諸収入、３、雑入、防犯灯設置負担金としまして４２万８，０００

円を補正計上するものです。 

内容につきましては、望海坂２自治区の防犯灯設置工事に要する費用の積水ハウスの負

担金でございます。 

以上、当委員会付託分としまして７４２万８，０００円を補正計上するものです。 

西まちづくり戦略室企業誘致担当課長 続きまして、歳出でございます。資料の２ページをごらん

ください。 

７、商工費、１、商工費、１、商工総務費、産業集積に関する基本計画策定事業といた

しまして７万６，０００円の増額補正を行うものでございます。 
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内容につきましては、地域産業活性化協議会の設立に伴う委員報償費６万円と普通旅費

１万６，０００円を計上するものでございます。 

地域産業活性化協議会につきまして説明をさせていただきます。資料４ページ、産業集

積の形成又は産業集積の活性化に関する基本的な計画の策定について資料をごらんくださ

い。 

地域の特性、強みを生かした企業誘致の推進を図るため、企業立地の促進等による地域

における産業集積の形成及び活性化に関する法律第５条に定める産業集積の形成又は産業

集積の活性化に関する基本的な計画の策定を行いたいと考えており、この計画を策定する

ためには同法第７条により地域産業活性化協議会における協議を経て経済産業大臣の同意

を得る必要がありますので、協議会を設立し、運営に必要となる予算を計上させていただ

くものでございます。 

地域産業活性化協議会の構成メンバーは、岬町商工会、和歌山大学、関西電力株式会社、

大阪府、岬町を予定しております。 

次に、基本計画の策定による支援措置ですが、基本計画の策定により課税の特例、規制

緩和措置、低利融資、自治体の支援をそれぞれ対象業種の制限がありますが、受けること

ができるようになります。 

次に、基本計画の策定スケジュールですが、予算成立後、１０月に地域産業活性化協議

会を設立し、１１月までに基本計画案の策定を行い、１２月に基本計画案の国協議を初め、

平成２４年２月までに国の同意をいただき、関係する条例の制定を行いたいと考えており

ます。 

今回の補正予算では、３回分の協議会開催に伴う委員報償費と普通旅費を計上させてい

ただいております。 

天野都市整備部産業振興課長 続きまして、７、商工費、１、商工費、印刷製本費で２９万４，０

００円を増額補正するものでございます。 

内容としましては、観光パンフレット岬ガイドブックの在庫がなくなったことによりま

して５，０００部を新たに購入するものです。 

梶本都市整備部土木下水道課長 続きまして、８、土木費、２、道路橋梁費、防犯灯設置工事とし

まして、８５万８，０００円を補正計上するものです。 

内容につきましては、望海坂２自治区ですべての電柱に防犯灯が設置されておりますが、

道路敷地に電柱がなく、開発当時の協議区域から外れております夜間暗い区域があるため、
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この区域に８基の防犯灯を設置するものです。 

工事箇所につきましては６ページの位置図をご参照ください。 

財源内訳としましては、設置工事費の２分の１をその特定財源として歳入でご説明しま

した積水ハウスの負担金４２万８，０００円、残りは一般財源４３万円で、望海坂地区の

大阪ガスや関西電力などの道路使用料の一部を充当するものでございます。 

次に、ＬＥＤ防犯灯取りかえ工事としまして８６６万５，０００円を補正計上するもの

です。 

内容につきましては、グリーンニューディール基金の公共施設の省エネ、グリーン化推

進事業における既設防犯灯のＬＥＤ化事業により、防犯灯３２７基をＬＥＤ照明に取りか

える工事でございます。 

財源内訳としましては、歳入でご説明しました府支出金のグリーンニューディール基金

で７００万円と事業効果を高めるために一般財源１６６万５，０００円でございます。 

工事箇所は５カ所９地区で、取りかえ地区につきましては７ページをご参照願います。 

続きまして、３ページをご参照ください。 

８、土木費、２、道路橋梁費、分筆登記委託料としまして１０３万８，０００円を増額

補正するものです。 

内容につきましては、平成２２年７月に被災しました町道岬海岸番川線の法面復旧工事

に係る国庫補助採択の底地要件としまして南海電鉄から岬町に寄附を受けるための分筆登

記委託料でございます。分筆箇所につきましては、８ページの位置図をご参照願います。 

資料３ページに戻りまして、８、土木費、３、河川費、男鹿谷水路改修事業としまして

２，７５０万円を増額補正するものです。 

内容につきましては、現在、係争中の男鹿谷水路に係る訴訟において９月２０日に和解

案が提示される予定です。和解案では用地の買収及び水路整備が和解条項となる見込みで

あるため、和解案に基づく経費としまして分筆登記委託料５７万６，０００円、水路用地

の買収費３７０万４，０００円、弁護士委託料３２２万円、河川水路改修事業としまして

２，０００万円を増額補正するものです。 

次に、その他河川水路改修事業としまして３００万円を増額補正するものです。 

内容につきましては、住民要望による河川水路の維持修繕や改修工事に係る予算額に不

足の生じることが見込まれるため増額補正をするものでございます。 

男鹿谷水路に係る用地買収及び工事範囲につきましては、９ページの図面をご参照願い
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ます。 

以上、当委員会付託分としまして４，１４３万１，０００円を補正計上するものです。 

鍛治委員長 今、説明のありました男鹿谷水路に係る補正予算項目については９月２０日に和解案

が示される予定となっております。男鹿谷水路の訴訟に係る予算については、和解案の確

認のため継続審査にしたいと思います。日時は９月２１日１０時から空対委員会終了後に

事業委員会を行いたいと思います。 

委員の皆さん、何かご意見ございますか、本件について。 

和田委員 きょうの委員会でまだできないということで、勉強のためにするんですかな。 

鍛治委員長 いやいや、男鹿谷だけは決裁できないんですよ。確認のために、２０日の裁判の結果

を受けて、２１日に継続審議で決裁していただくというスケジュールということです。 

和田委員 ということは、２０日に裁判の和解案が出るということですな。 

鍛治委員長 そうですね、裁判の結果が出ますんで。 

それでは、質疑に入ります。皆さん、質疑のほうありましたら、どうぞ。 

出口委員 ２ページの下から２番目の外灯経費臨時となっておりますね、これは望海坂の防犯灯の

設置工事８基という形で今説明があったんですけれども、これに関しては半額はこの望海

坂の区のほうで負担されるんですか。その辺はどうですか。 

梶本都市整備部土木下水道課長 半額につきましては、販売者であります積水ハウスのほうが２分

の１を持ってもらうということで協議が整っております。 

出口委員 それともう１点、これは防犯灯という形になっていますけれども、外灯といいますか、

２種類ありますわね、防犯灯ともう１点は外灯ですか。それとの違いをちょっと教えてい

ただきたいのと、あと、外灯の場合で、防犯灯の場合は２分の１負担しないといかんとい

う形ですけれども、外灯の場合は町のほうで全部負担されるんですか。 

それと同時に、外灯と防犯灯との違いを説明してもらいたい。 

梶本都市整備部土木下水道課長 まず、防犯灯と外灯の違いでございますが、外灯といいますのは、

岬町で４基、これは道路照明のためにつけている器具でございまして、重要な交差点とか

用途が決まっております。 

ですから、当然、路面に係る照度とかいろいろ基準がありまして、それにのっとったも

のとしましては岬町では祇園橋と落合橋の合計４カ所に外灯がございまして、それ以外に

つきましてはすべて防犯灯という位置づけになります。 

外灯につきましては、すべて岬町のほうで負担をするということで、現在進めておりま
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す。 

出口委員 その外灯のほうですけれどもね、これは今４基という形で課長のほうから説明がありま

したけれども、この辺の、当然、町のほうで外灯が必要であろうという形で設置されると

思うんですけれども、ちょっと私、理解に苦しむのですね。道路照明、これは町道の道路

照明やね。そういう場合はほかにもまだ外灯として設置するところがたくさんあるんでは

ないかなと思うんですけれども、その辺はどうですか。 

梶本都市整備部土木下水道課長 現在、外灯につきましては、地元から区長さんを通じまして、暗

いところの要望について新設をしていくということで進めておりまして、外灯につきまし

ては、重要な交差点とか用途が決められておりますので、今後につきましても一応防犯灯

で新設等は考えております。 

出口委員 ちょっと私納得いかないんですけどね、道路照明でも、やっぱり町道の奥でも、山合い

でも町道であったら道路照明は必要な場合がありますわな。今、祇園橋だけという話にな

っているけれども、その辺は防犯灯だけに絞って各区に半額の負担をさせているのはいか

がなものかなというふうに感じるんですけどね。その辺はどうですか。 

梶本都市整備部土木下水道課長 自治区から、例えば祇園橋とか西畑、東畑の町道ですね、そうい

うところにつきましては、防犯灯の位置づけとなっておりますが、新設の負担につきまし

ては役場のほうが全額負担をしているというところもございますので、自治区要望から出

てきています新設についてはこれまでどおり２分の１で負担願うというふうに考えており

ます。 

出口委員 余りしつこくするといかんので、また後から原課と話をします。 

鍛治委員長 ほかに。 

豊国委員 今と同じ外灯のこの経費の分ですけれども、ちょっとお聞きしたいのは、金額は８６６

万５，０００円、先ほどのちょっと説明で聞いたんですけれど、５地区で全部で３２７基

の交換というふうにお聞きしたんですけれども、それであれば、１基当たり、これでいく

と約２万６，０００円ぐらいですね。 

これは手間と電球代と、こういう認識でよろしいんですか。高い安いは、私、それ言い

ませんけど、認識だけなんですけど。 

梶本都市整備部土木下水道課長 積算としましては、このうち水銀灯と防犯灯がございます。水銀

灯につきましては１基当たり３万５，０００円、普通の蛍光灯につきましては２万５，０

００円でこの数を計上させていただいております。 
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設計しているものにつきましては、ＬＥＤで器具と手間ですね、両方合わせた分を今の

２万５，０００円と３万５，０００円というふうに計上させてもらっております。 

鍛治委員長 ほかに質問。 

和田委員 ３ページの岬海岸線のところで聞き漏らしたのかもわかりませんが、分筆登記委託料い

うのは何のために分筆するのか。それと、何メートルぐらいの登記をするのか、その２点。 

梶本都市整備部土木下水道課長 目的につきましては、平成２２年７月に被災しました町道番川線

の法面復旧に係る国庫補助採択の底地要件として南海電鉄から岬町に寄附を受けるという

ための分筆登記委託料でございまして、筆数につきましては今７筆、面積では４１４平米

を考えております。 

和田委員 延長にしたら７００メートル、面積にしたら４００平方メートル。 

梶本都市整備部土木下水道課長 失礼しました。延長につきましては１６メートル、面積につきま

しては４１４平方メートルでございます。 

鍛治委員長 ほかに質問。 

出口委員 ３ページの河川水路改修事業臨時の部分で、一番下のその他河川水路改修事業３００万

円と、これの詳細をお教え願えますか。どこのところをどういうふうな形で修理するのか、

改修するのか。 

梶本都市整備部土木下水道課長 その他河川水路改修事業につきましては、毎年、区長要望とかい

ろいろ住民の皆さんからあがってきております要望を一定予算を組んで処理をさせていた

だいておりますが、今回、昨年の７月、ことしの５月等、いろいろ災害が多くて要望箇所

がかなり出ております。被災箇所もふえておりますので、通常の予算ではなかなかはけな

いということで、今回の補正でその被災部分につきまして３００万円を計上して、住民の

皆様の要望にこたえていくということで計上させていただいております。 

一応、件数としましては深日、多奈川、孝子、淡輪入れまして１４件を予定しておりま

す。 

出口委員 それの詳細はわかりますか。もし、わかれば教えていただきたい。 

梶本都市整備部土木下水道課長 詳細につきまして……。 

出口委員 後でもいいですよ。 

梶本都市整備部土木下水道課長 資料ありますので、わかりました。すぐご報告させていただきま

す。 

鍛治委員長 じゃあ、後で提出ということでよろしいですね。 
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竹原委員 ２ページの観光費、観光パンフ印刷製本費ということで５，０００部と聞きましたけれ

ども、この５，０００部も足りなかったという、今後の使い方というんかな、どこに置く

かというのがわかれば教えていただければと思います。 

天野都市整備部産業振興課長 パンフレットにつきましては、こういったパンフレットなんですけ

れども、当課の入り口のところの本棚のところに置いております。 

また、何部か要望があれば当課に置いていますので、大量にもし要るようでしたら当課

のほうで配布をさせていただきます。 

竹原委員 よその市町村とか、出先の大阪府の施設とかに置いているとかではないんですか。 

天野都市整備部産業振興課長 地元の公共施設には置いている部分がございますが、大阪府とかに

はちょっと置いている分はございません。 

鍛治委員長 ほかに質問。 

出口委員 今の関連質問ですけれどね、せっかくパンフレットを費用をかけてつくるんだから、私、

逆に観光立町で岬町を広めていこうと思えばね、大阪府庁とか南海電鉄とか、そういうと

こへやはり配置しておかないと、何のための費用を使ってるかわからないと思いますけれ

ども、その辺はどうですか。今後、そういうような考えはあるんですか。 

天野都市整備部産業振興課長 他市町村でイベント等ございましたら、そのときにＰＲということ

でこのパンフレット等を配布なりさせていただいております。 

出口委員 やはり、特にこれから二国が和歌山まで供用されますと、岬町もある程度通過のまちに

なってくると思うんです。 

だから、いろんな部分でやはり、せっかくの皆さんの税金を使ってパンフレットをつく

るんだから、もっと岬町をアピールするために常時そういう岬町外のあるところにちゃん

と設置してもらったほうが。 

私、この前にも宮城県大和町のほうへ視察に行かせてもらったんだけど、その辺はやは

り大和町もなかなかそういう面は担当各課が気を配って、やはり自分のまちを町外にアピ

ールしている点が多いと思いましたので、もっと考えていただきたいというふうに思いま

す。 

田代町長 補足説明させていただきます。 

これについては、先般、南海電鉄のニューモデル、サザンが多奈川駅に入るということ

で、今回、岬町の観光ＰＲということで私みずからが難波駅から多奈川駅までの観光案内

を各乗客に全部手渡ししました。実は観光のマップの在庫が少なかったもので、それを使
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い果たしました。 

今後、残りをどのぐらい置いておくかということで５，０００部、とりあえず置こうと

いうことです。 

今、委員さんご指摘のとおり、各イベントごとに全部配っておりますので、その点はも

うこの５，０００部といったって、はけてしまうんではないかなということで、とりあえ

ず５，０００部ということにさせていただきました。 

これに至ったのは、先ほどのニューモデル、サザンのときの観光でもう残り少ないとい

うことで追加補充という形でさせてもらったのでご了解賜りたいと思います。 

出口委員 よく理解できます。 

それであったら、町長、もっと部数をふやせばもっと作成費用も安くなってきますので、

その辺もやはり、やっぱり生き金を使っていただきたいなと私は思いますので、要望でご

ざいます。 

梶本都市整備部土木下水道課長 先ほどの出口委員の、その他河川水路改修事業費の詳細でござい

ますが、地区別にお答えさせていただきます。 

淡輪の工事件数３件、深日２件、孝子２件、多奈川７件、合計１４件。それと、あと、

これから自治区から要望が出てくるであろう補修箇所の工事としまして合計３００万円を

計上させていただいております。 

鍛治委員長 ほかに質問ありますか。 

（「なし」の声あり） 

鍛治委員長 ないようですので、質疑を終わります。 

続いて、討論を行います。 

討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

鍛治委員長 ないようですので、討論を終わります。 

先ほども言いましたように、採決については２１日に示される予定の和解案を確認した

上で行いたいと思いますが、皆さん、何か意見ございますか。 

（「なし」の声あり） 

鍛治委員長 ありがとうございます。 

採決は２１日の事業委員会でお願いいたします。 

では、次に行きます。 
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議案第６２号「平成２２年度岬町一般会計決算認定の件」のうち、本委員会に付託され

ました案件を議題といたします。 

本件については本会議で説明を行っておりますので、理事者の説明を省略いたします。 

また、歳入歳出をそれぞれ分けて審議したいと思います。よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

鍛治委員長 それでは、歳入から審査に入ります。 

本委員会資料の１０ページから１２ページをごらんください。 

質疑ございませんか。 

和田委員 １０ページの使用料及び手数料のところで、まだ日にちたってないから効果がまだ出て

いないかもわかりませんが、公営住宅というんですかな、住宅の使用料の件で町長の専決

処分事項を指定の一部改正をしたと思うのですが、それで効果が出ているというんだった

ら聞かせてほしいんですけれど。 

家永都市整備部副理事兼建築課長 和田委員おっしゃられましたのは、昨年１２月に滞納者を対象

として支払督促、簡易な手続になりますけれども、それについて効果はどうかということ

かと思います。 

その件につきましては、１２月補正では１０名、滞納されている方対象ということでお

話しさせていただいたところですが、現実に予算等、補正させていただいた後で１０名の

相手にお話しさせていただいております。 

そのうち３名が、当時、特命対策課のほうでも分納等の協議をされてたということで、

私どもの課としましては７人を対象にお話しさせていただきました。 

それで、おおむね分納誓約等を提出いただいて、順調といいますか、過年度分も含めて

お支払いいただいている方が７名のうち４名おられます。残り３名につきましては、２名

のうち若干こちらから支払督促しないとしんどいかなという部分もございます。１名につ

きましては町のほうの、お話に応じていただけなくて、支払督促ということで簡易裁判所

に申し立てたという経緯がございます。 

基本的には、２２年度の決算のほうで数字も見ていただいたらいいかと思いますが、若

干滞納のほうも減っておりまして、効果はあったのかというふうに考えております。 

鍛治委員長 ほかに質問ございますか。 

竹内委員 １１ページの商工費府補助金の分で、ふるさと雇用再生特別交付金というのが３１２万

あがっていますけれど、これは使い道というのは後で出てくるんですかね、その辺だけち
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ょっと。 

天野都市整備部産業振興課長 この金額につきましては、商工会に委託しております事業でござい

まして、主に人件費でございます。 

鍛治委員長 ほかにありますか。 

出口委員 １０ページの使用料及び手数料の中で、道路橋梁使用料、電柱敷等使用料とありますね。

これは２，０００万円の収入があがっていますけれども、これは大体、電柱、岬町内で何

本立っているのか。 

それと同時に、１本当たりの単価はどんなものですか。 

梶本都市整備部土木下水道課長 使用料につきましてお答えさせていただきます。 

この中には、関電柱、大阪ガス、地下埋設も含めまして全体で２，０２０万１４０円と

いうことになっております。 

電柱の本数ですが、関電柱におきましては、現在２，７７７本ございます。あと、大阪

ガスにつきましては延長になりますけれども、２万２，９６１メートルというようなガス

管が入っております。これらの使用料が合計で２，０００万円以上になるということにな

りまして、電柱１本当たり１，８２０円ということで徴収しております。 

出口委員 ＮＴＴの回線は関電の電柱を併用しているんですか。その辺のＮＴＴの、仮に関電の電

柱を併用しているためにＮＴＴからも幾らか使用料がこの部分に入っているんですか。ど

うですか。 

梶本都市整備部土木下水道課長 ＮＴＴの電柱自体、ＮＴＴ自体も１，０３６本ございます。関電

に共架しているという部分につきましては、電線の共架ということで７万３，９０４メー

トルございますが、これについてメートル当たり１０円ということで使用料をいただいて

おります。 

鍛治委員長 ほかに質問ありますか。 

（「なし」の声あり） 

鍛治委員長 ないようですので、一般会計歳入についての質疑を終わります。 

続いて、歳出に入ります。 

なお、参考資料として配付しておりますように、本委員会所管内訳表をあわせてごらん

ください。 

まず、衛生費に入ります。 

決算書８１ページの目、保健衛生総務費と８３ページの目、環境衛生費のうち、上下水
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道課に係るものをごらんください。 

質疑のほう、どうですか。 

（「なし」の声あり） 

鍛治委員長 ないようですので、衛生費の質疑を終わります。 

続いて、農林水産業費に入ります。決算書９２ページから９６ページをごらんください。 

質疑ございませんか。 

豊国委員 ９４ページの一番下で、農業振興費の委託料、有害鳥獣駆除業務委託料８０万円あがっ

ているんですけれども、今年度はちょっとふえてるんですか、どうですか。イノシシとか

アライグマ。 

天野都市整備部産業振興課長 イノシシとアライグマですけれども、頭数は若干ふえていますけれ

ども、アライグマにつきましては、この夏、私が来てからもかなりとれております。です

から、若干ふえる傾向にあるように思われます。 

豊国委員 ちなみに、イノシシ何頭ぐらいとかいうの、これわかりますか。 

天野都市整備部産業振興課長 捕獲実績でございますが、昨年度、平成２２年度にはイノシシが１

５０頭、アライグマにつきましては２８頭、合計でとれております。 

豊国委員 実際にはもう少しとれているんでしょうね。はい、わかりました。 

鍛治委員長 ほかにありますか。 

（「なし」の声あり） 

鍛治委員長 ないようですので、農林水産業費の質疑を終わります。 

続いて、商工費に入ります。 

決算書９６ページから９９ページをごらんください。 

質疑ございませんか。 

竹内委員 ９８ページの一番下の観光看板設置というのはどこに設置、どこの団体でどこへ設置し

たのか教えてください。 

天野都市整備部産業振興課長 淡輪に１カ所、孝子の峠のところに１カ所、合計２カ所に「ビーチ

バレーのまち 岬町」をつけております。 

鍛治委員長 孝子の峠のところにあります、あの看板やね。 

竹内委員 わかりました。ありがとうございました。借地料や。 

鍛治委員長 ほかに質疑ありますか。 

今の孝子の峠のところですね、和歌山向かって左手、周りのつるを払わないとあかんね、
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見えにくいね。これ、参考までに。一度検討してください。 

ほかに。 

（「なし」の声あり） 

鍛治委員長 商工費の質疑を終わります。 

続いて、土木費に入ります。 

決算書９９ページから１０７ページをごらんください。１０４ページの都市計画総務費

のうち、住民生活課に係るものは除きます。 

質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

鍛治委員長 土木費の質疑を終わります。 

続きまして、災害復旧費に入ります。 

決算書１２６ページから１２８ページをごらんください。 

質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

鍛治委員長 災害復旧費の質疑を終わります。 

続いて、諸支出金に入ります。 

決算書１２９ページの４と５、海釣り公園管理基金と多奈川地区多目的公園管理基金費

をごらんください。 

質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

鍛治委員長 ないようですので、諸支出金の質疑を終わります。 

以上で、一般会計歳出の質疑を終わります。 

続いて、討論を行います。 

討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

鍛治委員長 ないようですので、討論を終わります。 

続いて、採決を行います。 

議案第６２号「平成２２年度岬町一般会計決算認定の件」のうち、本委員会に付託され

た案件について、原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 
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鍛治委員長 満場一致であります。 

よって、議案第６２号のうち、本委員会に付託された案件は認定されました。 

続きまして、議案第６７号「平成２２年度岬町下水道事業特別会計決算認定の件」を議

題といたします。 

１８９ページから２００ページ。 

竹内委員 １９４ページの収入、下水道の使用料の分で、滞納分が１，５００万円ぐらいあるんで

すけれども、現年分で９，３００万円あるんですが、これまた回収率というのがどれぐら

いになるのか。もう回収できないのか、それともどんどん回収しているのか。それとも、

中途半端な時期で終わっているので持ち越しなのか、その辺だけちょっと教えてください。 

梶本都市整備部土木下水道課長 下水道使用料につきましては、まず徴収率ですけれども、平成２

２年度では９９．４％。滞納分につきましては７７．３％となっております。 

滞納分の内訳につきましては、分納誓約でとれるところからはきちっともらうというこ

とで、誓約分５４件、金額にいたしますと２２３万９，０００円を分納で入れていただい

ています。 

あと、平成１８年度からの部分につきましては催告状を送りまして、使用料を入れてい

ただくように催告状の通知を行っております。 

竹内委員 今言っている平成１８年度以降の分というのは、回収する見込みというのはあるんです

か。 

梶本都市整備部土木下水道課長 見込みにつきましては、一応、債権というのが５年間というのが

自治法のほうで決められておりまして、それについては今後、督促状やいろいろ戸別訪問

等しまして、なるべく滞納が起こらないようにということで詰めていきますが、平成６年

から滞納がございます。その残りの分につきましては、今後、行革のほうの検討項目にも

あがっておりますので、関係機関と協議をしながら今後の方針について詰めていきたいと

考えております。 

鍛治委員長 質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

鍛治委員長 ないようですので、質疑を終わります。 

続いて、討論を行います。 

討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 
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鍛治委員長 ないようですので、討論を終わります。 

続いて、採決を行います。 

議案第６７号「平成２２年度岬町下水道事業特別会計決算認定の件」について、原案の

とおり認定することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

鍛治委員長 満場一致であります。 

よって、議案第６７号は、本委員会において認定されました。 

議案第６８号「平成２２年度岬町漁業集落排水事業特別会計決算認定の件」を議題とし

ます。 

本件については、本会議で説明を行っておりますので、理事者の説明を省略したいと思

います。よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

鍛治委員長 決算書２０１ページから２０８ページをごらんください。 

質疑ございませんか。 

出口委員 ２０４ページの使用料の下から３段目の滞納繰越分が１８万１，１７０円ございますね。 

これは、どういう理由でこれだけ滞納になっているんですか。何か問題点があるんです

か。 

梶本都市整備部土木下水道課長 使用料につきましては、滞納はございません。一応１００％入っ

ております。 

鍛治委員長 ほかに質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

鍛治委員長 ないようですので、質疑を終わります。 

続いて、討論を行います。 

討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

鍛治委員長 ないようですので、討論を終わります。 

続いて、採決を行います。 

議案第６８号「平成２２年度岬町漁業集落排水事業特別会計決算認定の件」について、

原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 
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鍛治委員長 満場一致であります。 

よって、議案第６８号は、本委員会において認定されました。 

議案第７５号「平成２２年度岬町水道事業会計決算認定の件」を議題といたします。 

本件については、本会議で説明を行っておりますので、理事者の説明を省略したいと思

います。よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

鍛治委員長 決算書３０９ページから３４３ページをごらんください。 

質疑ございませんか。 

豊国委員 ３２５ページの量水器取りかえの件ですけれども、毎年度何百軒かずっと発生している

ようなんですけれども、これは計画的にまだまだ続くのでしょうか。また、そしてこの取

りかえている根本的な理由としては機種の変更なのか、古くなったので変更なのか、その

辺ちょっとお聞かせください。 

南都市整備部水道事業理事 量水器の取りかえにつきましては、８年で取りかえております。 

８年間たちますと、また新しい機能のいいのが出てくるということで、やはり古い部分

についてはその水量を的確にはかることができなくなってくるというところもございます

ので、その辺は取りかえをしていまして、今後も、エリアを定めまして、順次取りかえを

行っていくということで、これは将来、無限的に行うという形になろうかと思います。 

豊国委員 その件、わかりました。 

この金額というのは、そうしたら器具の価格、工事の価格、どういった価格になるんで

しょう。 

南都市整備部水道事業理事 量水器の取りかえにつきましては、各エリアにおいて地域の業者で見

積入札というのを行っております。 

ちなみに、この３２５ページに書いております多奈川地区の一部２２２軒、これについ

ては１軒当たり８４２円という単価になっております。それと、その下の多奈川地区の一

部の１２５軒、これについては９９２円と、そのもう一つ下の部分につきましては８３７

円ということで、そのときの入札で業者の低価格、入れた数字ですね、その金額によって

変わってくるということでございます。 

豊国委員 お聞きしたかったのは、器具の価格、手間の価格って聞いたんですけれど、余りにもそ

うしたら安すぎるように思うんですけれど。 

南都市整備部水道事業理事 手間の価格になります。手間賃ということです。 



 

17 

豊国委員 結構数あるのに、安いね。 

南都市整備部水道事業理事 やはり、業者同士の競争というのが働いておりますので、この金額に

なっております。過去にはもう少し高かったときもあったということでございます。 

竹内委員 ３２６ページの大阪府と自己水というのがあると思うんですけれども、それに対して、

要するに１００％使っているわけじゃないと思うんですよ、買ったものを。 

どれぐらいというのは、ここに載っている有収率の８８．５％というのでいいんですか

ね。その説明ちょっとお願いします。 

南都市整備部水道事業理事 有収率というのが８８％という形で出ているんですけれども、その１

２％というのがどこかで漏れているという形になっております。 

というのは、大阪府から買っている部分、それと孝子の逢帰ダムから浄水場で取水して

いる部分、その分についての量がわかりますので、最終的に家庭で使っていただいた量と

の差にもなってくるんですけれども、一部、漏れている部分もあるということでご理解い

ただきたいと思います。 

鍛治委員長 ほかには。 

和田委員 ３１６ページ、単年度で決算というんですか、単年度の見込みでは９８２万４，８７３

円の黒字になっていますが、これは水すいセンターというんですかな、あれができたので、

昨年ってよう見ないのでわからないんですけれど、それがもうけたのでこういうふうにな

ったのか。 

それと、見方がちょっとわからないんですけれど、資本的剰余金というのが２１億円、

これは資産やろうと思うんですけれど、滞納分の額はどこへ出ているのか知らないんです

けれど、その滞納分についても水すいセンターでこういう効果が上がったというのがあっ

たらお聞かせいただきたいんで、２点お願いします。 

南都市整備部水道事業理事 まず、１点目の水すいセンターが設置されて、これは平成２０年１１

月から設置されているんですけれども、その辺の効果が出ているのかどうかという点なん

ですけれども、平成２２年度の今回の決算ベースで数字を見ますと、水道料金につきまし

て現年度が９８．１％、それと滞納の分ですけれども、６．４％という徴収率をあげてお

ります。 

それで、一番比較して効果が以前から、平成２０年、２１年と効果を出しているもとに

なる数字というのが平成１９年度に町が直営で行っていたとき、これと比較するという形

で、同じように比較しますと、水すいセンターでは下水道使用料というのも徴収していま
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して、それもあわせて言いますと、年間で１，８２８万２，０００円の効果が出たという

ことで、この平成２２年度は効果が出ております。 

それと、２点目の部分で、３１６ページで質問されているんですけれども、ちょっとわ

かりやすく言いますと、３１７ページをちょっとごらんいただきたいと思います。 

３１７ページの下から３行目のところに繰越欠損金年度末残高というのがございまして、

３，７０３万９，１５５円、これが今までの累積の赤字という形の欠損金になります。 

それの下ですね、当年度純利益、これが平成２２年度で出た利益でございまして、２，

７４８万４，２８２円の黒字になっていると、単年度を見ますとですね。それを上の欠損

金から引きますと、今現在、累計の欠損金、赤でございますが、９８２万４，８７３円ま

だ赤字があるということで、来年度、今の平成２３年度ですけれども、今後、その辺の解

消にも努めてまいりたいと考えておりますので。 

和田委員 ちょっと今、言い間違えましたので、当年度の未処理、欠損金黒字になっていると私言

ったと思うんです。これは欠損金ということで。 

鍛治委員長 ほか、よろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

鍛治委員長 ないようですので、質疑を終わります。 

続いて、討論を行います。 

討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

鍛治委員長 ないようですので、討論を終わります。 

続いて、採決を行います。 

議案第７５号「平成２２年度岬町水道事業会計決算認定の件」について、原案のとおり

認定することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

鍛治委員長 満場一致であります。 

よって、議案第７５号は、本委員会において認定されました。 

以上で、本委員会に付託されました議案５件のうち、議案第４７号「平成２３年度岬町

一般会計補正予算（第２次）」を除く議案４件についてはすべて議了いたしました。 

本日の審議、経過並びに結果については、次の本会議において委員長報告を行いますの

で、委員の皆様方のご協力をお願いします。 
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これで本日の事業委員会を延会いたします。 

（午前１１時００分 閉会） 
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以上の記録が本町議会第３回定例会付託委員会の会議のてんまつに相違ないことを記するため、 

ここに署名する。 

                            平成２３年９月１３日 
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